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大
相
撲
総
社
場
所
が
10
月

20
日
、
き
び
じ
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

で
公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲
協

会
に
よ
る
大
相
撲
の
巡
業
が
開

催
さ
れ
た
の
は
、
初
め
て
の
こ

と
で
す
。

　

総
社
場
所
は
、
西
日
本
豪
雨

に
よ
り
市
内
で
甚
大
な
被
害
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
復
興
に
弾
み

を
つ
け
よ
う
と
「
が
ん
ば
ろ
う 

大
相
撲
総
社
場
所
」
と
銘
打
ち

開
催
。
発
災
直
後
は
避
難
所
に

な
り
約
１
４
０
０
人
が
身
を
寄

せ
て
不
安
が
漂
っ
た
ア
リ
ー
ナ

で
し
た
が
、
こ
の
日
は
来
場
し

た
４
８
０
０
人
の
笑
顔
が
会
場

内
に
溢
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
の
開
場
を
知
ら
せ

る
一
番
太
鼓
が
会
場
の
外
に
響

く
と
、
早
朝
か
ら
並
ん
だ
大
勢

の
観
客
が
公
開
稽
古
を
観
戦
。

握
手
会
で
は
、
目
当
て
の
関
取

と
触
れ
合
お
う
と
長
蛇
の
列
が

で
き
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
過
ぎ
、
序
二
段
か

ら
取
組
を
開
始
。
幕
下
で
は
、

県
内
出
身
の
西さ
い

大だ
い

司じ

、
栄
さ
か
え

風か
ぜ

の

名
前
が
呼
び
上
げ
ら
れ
る
と
、

特
に
大
き
な
歓
声
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
力
士
が
輪
に
な

り
、
一
人
ず
つ
手
拍
子
に
合
わ

せ
て
歌
う
相す

撲も
う

甚じ
ん

句く

や
、
禁
じ

手
を
面
白
お
か
し
く
紹
介
す
る

初し
ょ
っ

切き
り

、
櫓

や
ぐ
ら

太
鼓
打
分
を
披
露
。

十
両
土
俵
入
後
は
遠
藤
が
髪か
み

結ゆ
い

を
、
十
両
取
組
後
は
稀
勢
の
里

が
綱つ
な

締し
め

を
実
演
し
、
来
場
者
は

本
場
所
で
は
見
ら
れ
な
い
巡
業

な
ら
で
は
の
面
白
さ
を
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

取
組
の
合
間
に
は
、
日
本
相

撲
協
会
か
ら
西
日
本
豪
雨
で
被

害
を
受
け
た
岡
山
県
に
対
し
て

３
０
０
万
円
の
義
援
金
が
贈
呈

さ
れ
、
代
表
し
て
片
岡
市
長
が

巡
業
部
長
の
春
日
野
親
方
か
ら

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

体
育
振
興
係
（
☎
92
８
３
６
７
）

相撲甚句（すもうじんく）
　土俵上に６～７人の力士が輪になり、輪の中央で一人
が出て独唱。他の力士が手拍子を入れたり、「あーどす
こいどすこい」といった合いの手を入れたりする。
　総社場所の相撲甚句は、「またのご縁があったなら、
再び総社市へと参ります」と栃岐岳が締めくくり、会場
からは拍手が送られた。

満員御禮

大相撲総社場所

初切（しょっきり）
　相撲の禁じ手を面白おかしく
紹介する見世物。相手を蹴り飛
ばしたり、力水を吹きかけたり
する。当日は、栃佐藤と栃満が
演じた。

櫓太鼓打分（やぐらだいこうちわけ）
　昭和 44年に相撲界初の生存者叙勲を
受けた「名人呼び出し 太郎」が始めた
もの。寄せ太鼓、一番太鼓、はね太鼓
が披露された。

　総社場所の結びの一番。
鶴竜  対  稀勢の里

豪栄道  対  栃ノ心横綱土俵入（稀勢の里）

大相撲総社場所

満員御礼となったアリーナ

義援金贈呈

幕内土俵入幕内土俵入


